
担い手育成事業（稚内建設協会）

R6年度の取組内容

○ 実 施 時 期：6月（20日間）
場 所：稚内建設協会

○ 主 催：稚内建設協会

○ 具体的な内容
・会員企業の若手技術者向けに、土木施工管理の基礎研修を実施。
・土木技術者の初期教育を行うことで、新規採用者の離職率の低下などを図る。
（本年度の研修生は全員高校普通科卒業生）

【①若手技術者（新入社員等）研修】

○ 講 師：クラーク総研（札幌）
専任講師外

○ 主な参加者：会員企業・若手職員
参 加 者 数：8人（R6）

○ 実 施 時 期：4月から翌年1月
（毎週月・水6時間目）

場 所：稚内大谷高等学校
○ 主 催：稚内大谷高等学校
共 催：稚内建設協会

【②稚内大谷高校 土木施工管理技士講座への講師派遣】

○ 講 師：会員企業から選出 １名
稚内大谷高校 教員 １名

○ 主な参加者：普通科３年生
（選択授業）受講の生徒

参 加 者 数：13名

○ 実 施 時 期：9月・10月

場 所：稚内高等学校・稚内大谷高等学校
○ 主 催：稚内高等学校・稚内大谷高等学校

共 催：宗谷建設青年会

【③高等学校への出前講座】

○ 講 師：宗谷建設青年会 会員
○ 主な参加者：

稚内高校・稚内大谷高校（普通科）
１～２年生 202名

宗谷建設業界では労働者の高齢化が進み、少子化の影響で若手技術者の採用に苦慮しております。管内に工業系

の教育機関がなく、普通高校の生徒を雇用し研修教育を行ったり、中学・高校への出前講座を行い、建設業に関心や
興味を持ってもらうことで就職志望者の掘り起こしにつなげたいと考え、さまざまな取り組みを行っております。

○ 具体的な内容
・稚内大谷高等学校が開設する土木施工管理技士講座に、会員企業の中から講師を派遣。
・受講生徒が2級土木施工管理技士の資格（1次検定）の取得を目指す。
・若年層への建設業に対する理解や関心度の向上と地域から担い手の確保を図る。

○ 具体的な内容
・建設業とは何かと題し、インフラ整備や災害対応など建設業の役割を説明。
・若年層への建設業に対する理解や関心度の向上と地域から担い手の確保を
図る。

【④中学校への出前講座】

○ 実 施 時 期：5月・6月

場 所：稚内南中学校・稚内潮見が丘中学校
○ 主 催：稚内南中学校・稚内潮見が丘中学校

共 催：宗谷建設青年会

○ 講 師：宗谷建設青年会 会員
○ 主な参加者：

稚内南中学校３年生 ６０人
稚内潮見が丘中学校 １年生 ４１人

○高校2～3年生頃には進路が決まっている学生も多く、もっと早期に建設
業を知ってもらい興味をもってもらうことが必要と考え、令和6年度から新
規事業として、中学生向けの建設業PR事業を実施。建設業において、中学
校への出前講座を行うのは全道で初の試みです。
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◎中学生出前事業アンケート結果

建設業について思うことや希望、提案などがありますか？
（自由に書いてください。）

・わざわざ来ていただきありがとうございました！楽しく建設業について学べました！
・南中を暖かくしてほしい
・いつも稚内を支えてくれてありがとうございます！！これからも頑張ってください！応援してます！！
・南中坂に歩道をつけてください
・今日やったことに入っていないかもしれないのですが、家、家の内装を作るとき、なにを元に設計して、それをどう
実現するのか、そして、なにを考えて作業しているかについて教えてほしいです。
・自分たちが今いい暮らしができているのは、建設業の人たちのおかげで大変なんだなと思った。
・いつかAIが全部やるようになるのか建設業の発展が楽しみです
・今までは建設するだけだと思っていたけれど、説明を聞いて除雪や災害が起こったときに対応することも仕事でとて
も大変だけどすごくやりがいがある仕事だなと感じました。
・家を建設するさいミスなどをしっかり見て欲しい
・道路整備
・建設業は大切な職業だなと思った。
・セブンイレブンを作ってほしい。
・イオンを作ってほしい。
・ラウンドワンを作ってほしい
・稚内から利尻・礼文に橋を創る

情報元：宗谷建設青年会作成資料抜粋
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